
 

第 29 回東京 PD 研究会 

  

 

テーマ 

 

『本当に腹膜透析（PD）は普及したのか？ 

～PD 元年・すべての人に PD の恩恵を～』 

 

 

 

 
日時：令和 元年 5 月 18 日（土） 

14:00～18:00 

 

 

場所：TKP ガーデンシティ PREMIUM 神保町 

プレミアムガーデン中ホール 
東京都千代田区神田錦町 3-22 テラススクエア ３階  

 



＜ご挨拶＞ 

 

春の桜はすでに散り、新緑のすがすがしい季節を迎えました。皆さまにおかれまし

ては、日頃より東京PD研究会に格別のご理解とご協力を賜り、誠に厚くお礼申し上

げます。 

この度、幹事を仰せつかりまして、はなはだ力不足ではございますが、ご参加いた

だける方々の明日の診療に少しでも役立つ会としてプログラムを作成し、開催を迎え

ることができました。 

2018年度の診療報酬改定では、腹膜透析や移植の推進に焦点が当てられ、大き

な話題となりました。腎代替療法の療法選択においてはSDM（Shared Decision 

Making：協働する意思決定）という概念が定着し、患者さん個々の背景、ライフスタイ

ルを多職種で考えながら腎代替療法を提供するという時代になりました。それから約

1年が経過しました。元号も「平成」から「令和」へと変わり、全ての患者さんにPDを知

っていただきたく、、今回のテーマを「本当に腹膜透析（PD）は普及したのか？ ～PD

元年・すべての人にPDの恩恵を～」と題しました。 

一般演題では療法選択、Assisted PD、栄養問題など、透析患者さんが高齢化して

いる実態をまさに反映している演題を多数御登録頂きました。特別講演では、SDMを

いかに円滑に実践していくか、医師・看護師を代表してご講演いただく予定です。 

午前の部はＡｓｓｉｓｔｅｄ ＰＤの講習会を開催します。日本の首都である東京の人口

は増加傾向にもかかわらず、まだまだAssisted PDが普及していない地域です。多く

の方のアシストが必要です。会場は神保町で、交通の便も良いです。医師、看護師、

栄養士、薬剤師、臨床工学士他、多職種のご参加を心よりおまちしております。 

 

 

平成３１年４月 

第29回東京PD研究会 当番幹事 

日本大学 腎臓高血圧内分泌内科 

阿部 雅紀 

 

  



プログラム 

 

１４時００分−１４時０５分 開会の挨拶 

当番幹事挨拶： 阿部 雅紀  日本大学板橋病院 

 

１４時０５分−１４時５５分 一般演題Ⅰ （発表７分、質疑３分） 

座長： 酒井 謙     東邦大学医療センター大森病院 

         今井 早良   日本赤十字社医療センター 

 

１． RRT において患者の受け止め方に解離を認めた一例 

福井 初枝 聖路加国際病院 

 

２. 療法選択外来を受診した患者が血液透析を選択した一例 

下野 英子 豊島中央病院 

 

３．若年成人の腹膜透析導入まで腎代替療法を通し協働的意思決定した一症例 

中村 千恵美 日本大学板橋病院 

 

４．高齢者に対する療法選択の一症例 

～社会的役割をもつ患者の PD 導入を通してのチーム医療の実践～ 

加藤 美恵子 日本大学板橋病院 

 

５．透析患者の塩味障害による栄養状態と食物摂取状況の検証 

川久保 幸子 江戸川病院 

 

～休憩５分～ 

 

１５時００分−１５時５０分 一般演題Ⅱ （発表７分、質疑３分） 

座長： 古賀 祥嗣   江戸川病院 

         星井 英里   東京女子医科大学東医療センター 

 

６．江戸川病院における地域連携モデル～訪問看護師との連携について～ 

梶山 友紀子 江戸川病院 

 

７．セルフケア能力向上に向けて～ＰＤ患者さんのために訪問看護師が出来ること～ 



篠崎 順  えそら訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ 

 

８．難治性再燃性腹膜炎のため 25 年以上の長期腹膜透析を離脱した 1 例 

池上 怜花 東京医科歯科大学 

 

９．非結核性抗酸菌によるカテーテル関連感染症 2 例 

羽柴 豊大 三井記念病院 

 

１０．Mycobacterium fortuitum による腹膜炎を発症した腹膜透析患者の 1 症例 

青木 良輔  順天堂大学医学部附属練馬病院 

 

～休憩５分～ 

 

１５時５５分−１６時４５分 一般演題Ⅲ （発表７分、質疑３分） 

座長： 井尾 浩章   順天堂大学医学部附属練馬病院 

         松尾 七重   東京慈恵会医科大学 

 

１１．腹膜透析患者におけるイオン化カルシウムと補正カルシウムの割合に影響を与える因子に 

ついて 

森下 将充 東京慈恵会医科大学 

 

１２．腹膜透析(PD)患者における在宅運動指導プログラムでの栄養・心血管・身体機能への影 

響；単盲検無作為化比較試験 

上條 由佳 日本赤十字社医療センター 

 

１３．オーラルフレイルとしての低舌圧は誤嚥性肺炎及び生命予後リスク因子の一つである 

；前向きコホート研究 

上條 由佳 日本赤十字社医療センター 

 

１４．当院における腎代替療法別の血清亜鉛濃度の検討 

塚田 三佐緒 東京女子医科大学病院 

 

１５．腹膜透析患者におけるカルニチン欠乏症の有病率の検討 

清水 諭  日本大学板橋病院 

 

 



～休憩５分～ 

 

１６時５０分－１７時２０分 特 別 講 演① 

 

テーマ 「SDM の実践について～看護師の立場から～」 

東海大学八王子病院 内科外来 松本 千恵美 先生 

 

１７時２０分―１７時５０分   特 別 講 演② 

 

テーマ 「SDM の概論と実践について～医師の立場から～」 

聖マリアンナ医科大学 腎臓・高血圧内科 教授 柴垣 有吾 先生 

 

座長： 阿部 雅紀 日本大学板橋病院 

 

１７時５０分－１８時００分 

優秀演題賞発表  代表幹事 横山 啓太郎 東京慈恵会医科大学 

閉会の挨拶     次回当番幹事 古賀 祥嗣     江戸川病院 

  



ご 案 内 

受付開始時間： １３：００～  

受付場所： TKP ガーデンシティ PREMIUM 神保町 プレミアムガーデン中ホール 

 東京都千代田区神田錦町 3-22 テラススクエア 

会費： 医師・企業関係者 3,000 円、 レジデント・コメディカル 1,000 円 

 

演者の方へ 

※一般演題は発表７分、質疑３分でお願いします (時間厳守でお願いします)。 

※スライドは Microsoft PowerPoint（Windows のみ）で作成をお願いします。 

※USB で当日ご持参ください。発表用の PC は研究会でご用意します。 

 (ご発表の 30 分前までにスライドの受付をお願いします) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東京 PD 研究会 

 

最高顧問  佐中 孜，多川 齊                            （五十音順） 

 

顧  問   秋澤 忠男，乳原 善文，岡田 一義，窪田 実，栗山 哲，栗山 廉二郎，篠田 俊雄， 

           杉本 徳一郎，中尾 俊之，原 茂子，本田 雅敬                  （五十音順） 

 

代表幹事   横山 啓太郎 

 

幹  事   阿部 雅紀，池田 雅人，石橋 由孝，今井 早良，岡戸 丈和，菅野 義彦，古賀 祥嗣， 

酒井 謙，酒井 行直, 田村 博之，丹野 有道，中田 純一郎, 幡谷 浩史， 

樋口 千恵子，星井 英里，星野 純一，本田 浩一，三瀬 直文，矢野 由紀，鷲田 直輝 

（五十音順） 

 

賛助会員   株式会社ジェイ・エム・エス，協和発酵キリン株式会社，中外製薬株式会社， 

           テルモ株式会社，鳥居薬品株式会社，バクスター株式会社           （五十音順） 

                                                              

事務局     東京慈恵会医科大学 腎臓・高血圧内科  

 

 

 



交通アクセス 

 
TKP ガーデンシティ PREMIUM 神保町 

住所：東京都千代田区神田錦町 3-22 テラススクエア ３階 

電話番号：03-3518-8870 

URL : https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-jimbocho/ 

 

都営三田線 神保町駅 A9 出口 徒歩 2 分  

都営新宿線 神保町駅 A9 出口 徒歩 2 分  

東京メトロ半蔵門線 神保町駅 A9 出口 徒歩 2 分  

東京メトロ東西線 竹橋駅 3b 出口 徒歩 5 分  

東京メトロ丸ノ内線 淡路町駅 B7 出口 徒歩 7 分  

東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅 B7 出口 徒歩 7 分  

JR 中央線 御茶ノ水駅 御茶ノ水橋口 徒歩 10 分  

JR 総武線 御茶ノ水駅 御茶ノ水橋口 徒歩 10 分 

https://www.kashikaigishitsu.net/facilitys/gcp-jimbocho/

